
第12回抗悪性腫瘍薬開発フォーラム	


日本発のシーズを迅速に実用化する為にアカデミアが果たすべき役割	


人材育成のための環境整備	


千葉大学大学院 医学研究院 先端化学療法学	
  
	
   	
   	
   	
   	
   	
   	
  滝口裕一	




がんの治療標的	


✓	
  増殖因子・受容体・増殖シグナル伝達経路	
  

✓ 細胞周期	
  

✓ アポトーシス・オートファジー	
  

✓ プロテアソーム	
  

✓ テロメア・テロメラーゼ	
  

✓ 細胞表面マーカー	
  

✓ 腫瘍間質（腫瘍血管新生・接着因子など）	
  

✓ エピジェネティクス	
  

✓ 腫瘍免疫	
  

✓ がんの幹細胞性	




分子標的治療薬の有害反応	


✓骨髄抑制	
  

✓皮膚・粘膜・眼	
  

✓神経	
  

✓心・血管	
  

✓ショック	
  

✓肺	
  

✓代謝・内分泌	
  

✓免疫	




日本内科学会の「９分野」	


1.	
  消化器	
  

2.	
  循環器	
  

3.	
  内分泌・代謝	
  

4.	
  腎臓	
  

5.	
  呼吸器	
  

6.	
  血液	
  

7.	
  神経	
  

8.	
  アレルギー・膠原病	
  

9.	
  感染症	
  





医師	
  
	
  内科	
  
	
  外科	
  
	
  放射線科	
  
	
  緩和医療科	
  

がん診療に必要な専門家育成	


歯科医	


看護師	


薬剤師	


医学物理士	




がんプロフェッショナル養成プラン	
  
	
  文部科学省助成金（平成19	
  ~	
  23	
  年度）	




医学	
  
物理士	
　看護師	


　　　薬剤師	

医師	
  
・内科医	
  
・外科医	
  

・放射線治療医	
  
・緩和ケア医	


臨床腫瘍学共通基盤	
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多職種がん専門家チーム	


がんプロ共通科目	


がんプロ専門科目	
  
講義・実習・研究	


共通科目・専門科目の履修	




代謝内分泌科	


腎臓内科	


循環器科	


皮膚科	


臨床腫瘍学チーム	


腫瘍内科学	


腫瘍外科学	
放射線腫瘍学	


緩和医学	
看護学	

薬学	


診療・臨床研究・教育のための臨床腫瘍学チーム	


そのために、….	


腫瘍内科学講座　–　腫瘍内科（化学療法科）	
  
放射線腫瘍学講座　–　放射線治療科	
  
緩和医学講座　–　緩和医療科	




TR・早期臨床試験チーム	
 代謝内分泌科	

代謝内分泌科	

代謝内分泌科	

代謝内分泌科	

代謝内分泌科	

代謝内分泌科	
臨床腫瘍学チーム	


腫瘍内科学	


腫瘍外科学	
放射線腫瘍学	


緩和医学	
看護学	
 薬学	


診療・臨床研究・教育のための臨床腫瘍学チーム	


そのために、….	


（包括的）臨床腫瘍学講座	


皮膚科	


循環器科	


腎臓内科	


代謝内分泌科	


臨床試験
スタッフ	


第２次がんプロの課題	




国際協力型 がん臨床指導者 養成拠点 	

目的：	


茨城県立	
  
医療大	


群馬県立	
  
県民健康科学大	


日本全国のがんプロ拠点と連携	


東アジア	
  

東アジア	
  

東アジア	
  

東アジア	
  

欧米とアジアの	
  
がん医療における
情報、技術、人材、
物流　交流のハブ	
  

グローバル化が急速に進むがん医療において、その中心
となる国際的指導者・人材の育成と教育・研究基盤の整備	
  

日本医大	
獨協医大	


群馬大	


重粒子線医学センター	


病態腫瘍薬理学 講座	


筑波大	


学術情報メディアセンター	


陽子線センター	


埼玉医大	


米国	
   欧州	
  

千葉大	


包括的臨床腫瘍学	
  
研究　講座	


放射線医学総合研究所	


ESMO	


ASCO	




So(	
  Tissue	
  Sarcoma	


✓	
  全ての臓器を原発としてに発生しうる	
  

✓ 早期に完全切除する以外に標準的治療はない	
  

✓ 臓器特異的診療科にとっては極めてまれな疾患	
  

✓ 専門ではないのに、他の診療科にも治療を依頼できない	
  

✓ 腫瘍内科ができると、病院中から紹介を受ける	
  

✓ 腫瘍内科でも大した化学療法ができるわけではない	




DeVita	
  et	
  al,	
  Cancer	
  –	
  Principles	
  and	
  Prac3ce	
  of	
  Oncology,	
  9th	
  Ed.	


Possible	
  Molecular	
  Targets	
  of	
  SoC	
  Tissue	
  Sarcoma	




人材育成の課題	


✓	
  指導的研究者となる人材をリクルートし、研究を継続	
  

✓ インセンティブが必要	
  

✓ そのためにも説得力のあるキャリアパスを提示する	
  

✓ まずは、研究者としての就職先を確保する	


研究マインドをもった人材を専門医にする	


では、不十分	


本来 アカデミアは早期臨床試験の好環境	
  
	
   	
   	
  しかし、アカデミアで早期臨床試験を行うには、	



